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－貴院の地域包括ケア実現に向けた

　取り組みをお聞かせください
　　
兼子院長（以下、兼子）：山科区は人口10万人以上で、

高齢化率は京都市内では高いほうです。行政によると

少なくとも数年は少しずつ人口が増加すると試算され

ており、医療・介護の需要も当面右肩上がりであろうと

考えます。地域包括ケアの理念は急性期医療から

慢性期医療、さらには在宅まで切れ目のない対応を

することだと思います。そんな中で各医療機関が連携せずに

取り組んでいても、なかなか実現するのは難しいのでは

ないでしょうか。そこで当院では、他院との「連携を重視

する」方針を打ち出しております。

神谷院長（以下、神谷）：兼子先生が仰ることはよくわかり

ます。以前は地域の病院同士が患者獲得で競い

合ったこともありましたが、今では一つの病院では受け

止めきれないのではないかという危機感を抱いています。

これからは地域の病院や診療所、行政と助け合って

対応していかなければなりません。

－地域での役割や連携事例を

　ご紹介ください
　　
兼子：当院では地域包括ケア病棟に力を入れており、

119床備えています。入院患者さんの半数以上は他病院、

診療所からのご紹介で、自院の外来からは少数です。

そして、退院される方の多数は介護サービスの利用へ

つなげるなど、切れ目のない連携に力を入れています。

まさに国が求めている形だと自負しています。洛和会

音羽病院で高度急性期の専門医療を終えた後、

医療の需要がある方には愛生会山科病院に転院して

治療を継続していただけるよう、転院数を増やしていけ

るように取り組んでいるところです。

神谷：お互いの医療を補完するという考えにおいては、

例えば、当院の血液内科領域は愛生会山科病院に

患者さんをご紹介し、根本的な治療からお願いすること

もあります。一方、当院は地域から求められている心筋

梗塞や脳梗塞など、高度で急を要する医療を担って

います。直近の10年間で重症患者さんを受け入れる

「救命救急センター」に指定され、災害時の医療

国民の４人に１人が75歳以上になるといわれる2025年。

誰もが住み慣れた地域で自立した生活を送るために

は、地域包括ケア構想※1に沿った切れ目のない医療・

介護サービスが必要です。今回は山科区における

「地域医療」をテーマに、愛生会山科病院と洛和会

音羽病院の両院長が対談しました。

※1 地域包括ケア構想
医療や介護が必要な状態になっても、可能な限り、住み慣れた地域でその有する
能力に応じ自立した生活を続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活
支援が包括的に確保されるという考え。

高度急性期
医療

洛和会音羽病院など

急性期・回復期・慢性期
医療

愛生会山科病院など

かかりつけ医
地域の連携病院

住まい
自宅など

生活支援・
介護予防

介護
サービス

【山科地区における地域包括ケア連携図】
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救護活動で中心的な役割を担う「京都府災害拠点

病院」や、かかりつけ医を支援し地域医療の中核を

担う体制を整えた「地域医療支援病院」にも指定され

ました。地域の方に院内の検査機器やリソースを活用

していただく取り組みを進め、高度あるいは急性期の

医療を提供することで地域の人 を々支えてまいりました。

また、重要な診療の柱であるがん診療は消化器内科、

外科、腫瘍内科、放射線治療科などを揃え、適応の

ある方には緩和ケアも行っています。

－地域医療の展望があれば、お示しください
　　
兼子：多方面から「広域にわたって医療機関と介護

事業所が連携しなさい」といわれるのですが、山科区

は盆地という特殊な地形もあり、しばしば、患者さんや

ご家族から京都市内や大津を避けて、どうしても地元

での受診を希望されるケースがあります。行政の方針から

外れますが、私は山科地域の患者さんは山科地域で

医療・介護を完結させたいと思っています。当院で

はまだまだ力不足の点もありますが、可能な限り努力

することで流動的に対応できると考えています。

神谷：私も同感です。山科地域で医療も介護も完結する

ためには、当院がどういう役割を果たすべきなのかを考え

ています。一つの病院だけでは完結できない時代に入って

きましたので、しっかりと連携することが大切です。その

ためには「この人は信頼できる」という感触を育てながら

互いに顔が見える関係性を作っていくことが必要です。

私は病院やクリニック、行政、民生委員など、いろいろな

方とつながり、「山科で緩やかなアライアンス※2を形成

する」夢を持っています。そのためには顔を合わせていろん

な議論をして、アイデアを出し合っていかないと進みません。

兼子：そうですね、病院がそれぞれで何かしようと思っても

限界がありますので、各施設が連携するというのは当然

の流れです。他の地域のアライアンス構想でも、試行

錯誤されているようなので、情報を集めながら進めて

いきたいと思います。「この流れに乗っていきたい」と思って

いただけるような事例がまず一つできれば、数年後

には、気付けばアライアンスがかたちづくられてきたと

実感できるのではないでしょうか。

院 長 対 談
愛生会山科病院+洛和会音羽病院

洛和会音羽病院

TEL 075（593）4111（代）
〒607-8062 京都市山科区音羽珍事町2

0120（489）300予約
センター

愛生会山科病院

〒607-8086 
京都市山科区竹鼻四丁野町19番地の4

TEL 075（594）2323

京都府立医科大学医学部 卒業。専門領域は内科、血液内科。
2021年に愛生会山科病院 院長に就任。

名古屋大学医学部 卒業。専門領域は内科、感染症科。
2021年に洛和会音羽病院 院長に就任。

神谷：今年こそは、ようやくコロナ禍が明けそうですので、

本当の連携をいろんなところと作っていきたいです。まず

は何よりも愛生会山科病院との連携をしっかりと深めて

いくことがとても大事だと思っています。ここに住んで

良かったと思っていただけるように、「チーム山科」で

協力していきたいと切に願っています。

※2 アライアンス
同盟・提携という意味で、この場合、お互いの長所を生かし協力体制を築く
ための提携のこと。

でチーム山科
より住みやすい街に
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　近森病院では、管理栄養士が患者さんの状態を把握し、
医師に提案をする仕組みが数十年前から構築されています。
　働き方改革によって、医師は今までのように自由な
働き方はできなくなります。医師も医療専門職の一ス
タッフとして業務に取り組むことが求められます。各科
の診療部長は労務管理者として医師の勤務を管理し
なければなりません。

　これからの時代を生き抜くには、未来を見据えて
きっちりとロジカルに政策を打ち続けることが必要です。
それができれば外部環境が厳しくても、近森病院のよ
うに医療の提供が続けられます。「人口70万人を切る
と異次元である」というお言葉が印象的でした。
　最後に、3年ぶりの近森病院訪問で思い出したこと
がありました。それは病院案内をしてくださる近森理事
長の歩くスピードが非常に速いことです！ 若いわれわれ
が置いて行かれるくらいのスピードです。
　足腰を鍛えて基礎を固めること、先を見据えて超高速
で走り続けることはまさに近森理事長が実践されてきた
経営そのものだと気付きました。
　当会も外部環境を言い訳にせずに、スピードを上げ
て、日本のヘルスケア業界の先頭を走れるような組織
に変革していこうではありませんか。

　高知の社会医療法人 近森会近森病院（近森正幸理
事長）を訪問しました。日本で人口が70万人前後または
70万人を下回る都道府県は、徳島県70万人、高知県
67万人、島根県65万人、鳥取県54万人の4つで、いず
れも高知・徳島、島根・鳥取で参議院議員の選挙区が
合区されている地域です。当会が拠点を置いている京都府
255万人、滋賀県140万人、東京都1400万人に比して、
人口減少が進んでいるということが明らかです。実際、
タクシーの運転手さんと話しながら高知市内のはりまや
橋付近を訪問すると、若者の流出にコロナ禍が追い討ち
をかけている状況で、サービス業も大変厳しいという声
を聞きました。看板の明かりも少なく、シャッターが閉まった
ままの店舗も多かったです。ちなみに、翌朝モーニング
で寄った喫茶店はご高齢の皆さんで大盛況でした。
　今回は、人口減少と労働人口の減少という点において、
「日本の未来の先頭をいっている地域」で、民間急性期病
院が医療提供を続けるために必要なことを考えました。
　結論は、今の当たり前を変えるしかない、ということに
あります。医師の働き方改革、チーム医療・タスクシフト
の具体化が必須です。患者が中心にいて、診療看護
師、薬剤師、管理栄養士などの医療専門職が主体性を
持って患者に介入することで、専門性をアップする体
制を組むことが求められます。病棟薬剤師から医師に
対する処方提案など、専門職が患者にアプローチする
ことで、医師が診断と治療に特化し、診療周辺業務、
診療外業務をどんどん外部化して、医療の質と労働
生産性が高まります。医師の労働環境を劇的に改善さ
せるというミッションに向けて、多職種による病棟常駐
型チーム医療を実践することが必要です。

トップ
メッセージTOP MESSAGE  vol.6

日本の未来、
高知を訪問して

 理事長 矢野 裕典
や　　　 の　　　　  ゆう　　  すけ

洛和会ヘルスケアシステム

廣川 隆一
ひろ　  かわ           りゅう　 いち

洛和会音羽記念病院
院長

近森病院にて。左から2人目が近森正幸 理事長

矢野裕典@洛和会理事長
TikTokスタート！

今月のピックアップ動画

YouTubeTikTok

再生回数５万回越え！
TikTokで当会の魅力をお伝えしています。

41歳の理事長TikTokの意気込み
介護医療院 髙橋院長＆樋口専務鼎談【らくわびと】
今回は実は大学の同級生という介護医療院 洛和ヴィラよつば 淀みづ
クリニックの院長  髙橋滋と専務理事  樋口敏宏との鼎談です。

■専門領域　
血液透析、ブラッドアクセス

■専門医認定・資格など　
日本透析医学会専門医、VAIVT認定専門医、VA血管内治療認定医

平岩 望
ひら　  いわ           のぞむ

洛和会東寺南病院
院長

　このたび、洛和会東寺南病院に院長として着任

いたしました平岩と申します。医師となり40年以上過ぎ

ましたが、未だ教えられつつ働く毎日は変わりません。

　当院は、内科、透析医療の外来と入院のサービスに

重点を置き、診療を積み重ねてきました。特に外来

透析では自宅と透析施設間の移動手段も診療サービス

の一つとして大切に考えている病院です。“引き続き、

地域の皆さんに必要なときに安全・安心の医療を

お届けしていきたい”と強く願っております。よろしく

お願いいたします。

　4月1日付で洛和会音羽記念病院の院長に着任

いたしました。

　洛和会音羽記念病院は透析を中心とした腎疾患

の治療に特化した病院であり、洛和会音羽病院と

連携しシャント治療を行っております。また、隣接する

洛和ヴィラアエルは透析患者さんが入所できる介護

老人保健施設となっております。

　腎関連疾患に幅広くかつ高度な対応ができる医療

機関として、地域の皆さんのご希望に沿えるように職員

一同真摯に努力して

まいります。今後とも

よろしくお願い申し上

げます。

■専門領域　
腎臓内科、内科、消化器内科、肝臓内科

■専門医認定・資格など　
日本内科学会認定内科医／総合内科専門医、
日本プライマリ・ケア連合学会プライマリ・ケア認定医／指導医、
京都大学医学博士

着任の
ごあいさつ

患者さんの
ニーズに応え続けられるように

細川 豊史
ほそ       かわ              とよ         し

洛和会ヘルスケアシステム 総院長 
兼 洛和会丸太町病院 院長 

　このたび洛和会ヘルスケアシステム 総院長に就任することになりました、

細川豊史です。どうぞよろしくお願いいたします。らくわ６月号で今後の方針を

お伝えさせていただきます。

■専門医認定・資格など
日本麻酔科学会麻酔科指導医
日本ペインクリニック学会ペインクリニック専門医

充実した診療体制で
安心の透析治療を
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がんが進行し、命に限りが見えたとき、死の淵に立たされた患者さんや家族の苦
しみはとてつもなく大きいと感じています。患者さんに最良の医療を提供すること
が第一ですが、できる限りの配慮をし、寄り添いたいと思っています。多くの患者さん
はこれが最期のお別れと思われる時に「ありがとう」と感謝のお気持ちをおっしゃって
くださいます。そのようなとき、これからも私にできることをやっていこう！と胸が熱
くなります。

抗がん剤は毒性が強く、投与量
を間違えると死に至ることもあり
ます。副作用も強く、命を懸けて
治療に臨んでおられる中、臨床の
現場で私たちが患者さんから学
ばせていただくことは多いです。
最近の臨床と研究の進歩は目覚
ましく、急速に新しい薬剤や治療
法の開発がされています。常に
最新の知識を身に付け、患者さん
に最良の医療を提供するために、
これからもブラッシュアップして
いきます。

当会ではがんの薬物療法を専門とする薬剤師として、がん薬物療法認定薬剤師と外来がん治療
認定薬剤師が、がん患者さんの治療のサポートに専念しています。がん治療において、専門の薬
剤師として関わる思いや役割について聞きました。

がん患者さんの気持ちに寄り添う 薬薬連携で
患者さんに安心を

顔の見える関係性が連携力を高める

2007年に設立された一般社団法人日本
病院薬剤師会が認定する資格です。がん治療
は医師や看護師を含めた、多職種が連携して
チーム医療を行います。薬剤師は薬物の専門
家として参加し、医師や他スタッフへ助言や
提案を行います。

2013年に設立された一般社団法人日本
臨床腫瘍薬学会が認定する資格です。外来に
よるがん治療を安全に実施するための知識・
技能を有し、がん治療における患者さんごと
の問題点を明確化することで、医師と共にが
ん薬物療法の支援を行います。

外来がん治療認定薬剤師がん薬物療法認定薬剤師

スペシャリスト 思

安全キャビネットや閉鎖式接続器具の使用など、医療
従事者が安全に調製・投与するための環境整備にも
注力しています。

がん薬物療法

いの
新型コロナウイルス感染症の影響により、外来でがん治療を希望する患者さんが増

え続ける中で、一人一人に効果的かつ体に負担なく治療を進められるよう、医師・看護
師など患者さんに関わる医療従事者と相談・連携しながら支援しています。薬剤師の
病棟常駐が始まった頃は、より多くのがん患者さんを治療するために、医師や看護師、
薬局薬剤師など、がん治療に関わるチームの「密接な連携の積み重ね」が必要でした。

そこで、がん治療の勉強会やカンファレンスに必ず参加し、病棟で職員と直接会って
議論をするなど、「顔の見える関係
性」を多く作りました。そうするこ
とで、増え続けるがんの新薬や、さ
まざまな症状と治療法を共有して、
多くの患者さんに最適な治療法を
施せるだけでなく、チームの負担を
減らすことにもつながりました。

これからも、さらに連携力を高め、
より多くのがん患者さんに安心し
て治療を進めていただけるよう務
めてまいります。

外来では、薬物治療の治療計画書作成、
治療開始前の患者さんへの薬物投与スケ
ジュールや副作用の説明、治療中の患者
さんの副作用確認などを行っています。

近年、がん薬物療法は外来で行うこと
が増えており、患者さんは2、3週間おき
に受診して治療を進め、その間はご自身と
ご家族で体調管理を行っていただくこと
になります。薬の副作用などは、事前に説
明をしていますが、不安はぬぐい切れないのが現状です。そこで、保険薬局と治療計画や
副作用情報を共有し、必要に応じて次回の外来までに電話による患者さんへの体調確認
をお願いしています。その内容はフィードバックしてもらえるので、患者さんの自宅での状
況がリアルタイムに把握でき、処方提案、体調改善につながっています。今後はより多くの
患者さんのフォローができるよう、後進の育成にも注力していきたいと思います。

日頃から、ささいな事でも疑問に思うことがあれば
すぐに相談するように心掛けています。

薬剤師1年目から資格取得を目指していました。
新薬も次々と出てくるので常に知識のアップデート
を心掛けています。

お問い合わせ

洛和会丸太町病院 薬剤部 洛和会音羽病院 薬剤部
TEL 075（801）0351（代） TEL 075（593）4111（代）

がん薬物療法
認定薬剤師

がん薬物療法
認定薬剤師

外来がん治療
認定薬剤師

主席係長  伴
ば ん

 具
と も

也
や

洛和会音羽病院 
薬剤部 

係長  大
お お

上
が み

 寛
ひ ろ

子
こ

洛和会丸太町病院 
薬剤部 

課長  櫻
さくら

井
い

 登
と

代
よ

子
こ

洛和会音羽病院 
薬剤部 
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係長（管理者）

  　　山
や ま

口
ぐ ち

 映
え い

子
こ

洛和会
訪問看護ステーション
石山寺 

訪問看護師

ケアマネジャー

理学療法士

病院・在宅診療所

お問い合わせ

洛和会訪問看護ステーション
石山寺
TEL 077(531)1313 

洛和会訪問看護ステーション
瀬田（サテライト）
TEL 077(545)0016 

ICT（情報通信技術）の活用

理学療法士

訪問看護師

洛和会
訪問看護
ステーション

看て、触れて、体験する教育
訪問看護の教育は、いろいろなことを看て、触れて、体験することがすごく大切で、そ

れが利用者さんに対するケアの質にもつながります。研修を受けた職員から「楽しく
学べた」というような口コミが広まるような、よりよい教育体制を整えていきたいです。

長
は

谷
せ

川
が わ

 裕
ひ ろ

恵
え

訪問看護課 主席課長（統括） （写真左）

二
ふ た

股
ま た

 美
み

由
ゆ

紀
き

訪問看護課 次長 （写真右）

質の高い支援を提供するために
洛和会訪問看護ステーション石山寺では、近隣のクリニックな

どと密に連携しながら、所在地の大津市南部だけでなく瀬田エリ
アへも訪問を行い、在宅での日常生活から看取りまでを支援して
きました。本年3月、サテライトとして洛和会訪問看護ステーショ
ン瀬田を開設。瀬田エリアの利用者さん宅に近い場所から、より
効率的に看護を提供できるようになりました。移動時間や情報共
有にかかる時間を短縮しながら、より一層利用者さんのニーズに
添った生活支援や看取りを実現したいと思います。

自宅で療養されている方が、安全・安心な在宅生活を継続できるよう医療
面で支える訪問看護師。洛和会ヘルスケアシステム 介護事業部では、病気は
もちろん生活全体を含めて利用者さんの状態を観察し、手と目で看て、「その
人らしさ」を第一に考えたケアができる看護師の育成を目指しています。

その人らしさを大切に
質の高い訪問看護師を育成

入職してから2年間で、訪問看護師とし
て必要な専門性と地域包括ケアに対応でき
る総合力を養うため、さまざまな看護の現
場を回る当会独自の新卒者向け制度。同時
に訪問看護師としての接遇マナーなどを学
び、ステーション配属までに必要な力を身
に付けられる教育プランを用意しています。

看護師としての経験を病棟や外来で積み、既に専門性
を備えている中途採用者向けの制度です。ご自宅に伺
う訪問看護師としての接遇マナーや帳票の見方など、訪
問ならではの看護を教育プログラムに沿って習得して

いきます。他の介護サービスに関する研修を受けるプ
ログラムや先輩職員との同行訪問、フォローアップ研修
があり、訪問看護を取り巻くサービスの役割や連携の必
要性を学ぶことができます。

認定看護師、特定行為研修を修了した当会の看護師が
講師となり、急変時の対応や多重課題などの実践的な研
修や演習を行い、職員の学びを支援。病院と共通の
eラーニングを活用し、集合研修を短時間で受講できる
ようにしています。

新卒訪問看護師育成制度

中途採用者向け職員研修

職員を対象とした院内研修

学びと成長をサポートするシステム

教育ステーションで
OJT研修

MSW・地域包括・居宅・
サ高住・訪問診療
などで研修

ステーション配属

・2カ月の臨床研修
・月1回の集合研修

カンファレンスには定期的に配属予定の所長が同席

キャリアプランの検討

訪問看護師としての接遇マナー、タブレットを用いるケアカルテや計画書作成方法など

3カ月の配属先研修 ・所属先の所長や同僚との交流
・多職種との連携・協働 など 
 さまざまな経験を積んでから配属

年目 年目 年目1 2 3 洛和会訪問看護ステーション瀬田

ICT（情報通信技術）を活用
当会の訪問看護では、1人1台支給されているタブレッ

トを使用し、看護記録を行っています。ICTを活用する
ことで、過去の記録や計画書、服薬内容や状態変化など、
利用者さんの情報を即座に共有。訪問先でも利用者さん
の情報を入力・閲覧でき、判断に迷う場合も他の看護師
に情報を共有しながら相談し、曖昧な対応ではなくチー

ムで判断することが可能です。夜間や時間外の緊急訪問
など、担当の利用者さん以外を訪問する場合でも適切な
対応ができます。また、重大な事故が起こる手前の出来
事はヒヤリハット報告として、週1回のカンファレンス
で話し合うなど、事故を防ぐとともに客観的な評価や分
析、判断する力を高めています。

ご利用者宅

洛和会訪問看護ステーション石山寺

訪問記録
入力・閲覧

どのサービス形態でも活躍できる人材育成
昨年、介護事業部に看護部ができ、訪問看護の教育体制だけで
なく、介護事業部全体でも横断的に活躍できるような人材育成を
目指したいと思っています。

福祉用具専門相談員の指導のもと、
福祉用具の使用感を体験
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阪急
電車

　当会公式キャラクター らくの助をご存じでしょうか。

らくの助は楽しいことが大好きで毎日“わくわく　”を探して

今では口ぐせになっています。

　そこで、当会の職員からも仕事やプライベートで

わくわくするモノ･コトを伺いました♪

　私の心を揺さぶっているのは、映画です。オススメの映画はいくつも

ありますが、『阪急電車 片道15分の奇跡』がイチ推しです。車内という

限られた空間で数々の出会いが重なり、そこに生まれる小さな愛の

奇跡が描かれた2011年の作品。今でも落ち込んだときなどにDVDで

見返しています。

　他にも人間味が伝わってくるヒューマン

ドラマ、緊張感満載のサスペンスなど、悲しみや

切なさがあっても、どこかハッピーエンドを感じら

れる『余命10年』や『見えない目撃者』のような

作品が好きです。ぜひ、見てみてください♪

　血液透析を受ける患者さんに栄養管理指導を行うための勉強は、新しい

学びが多く、意気が上がります。

　多職種で構成された栄養サポートチーム（NST：Nutrition Support Team）

の一員として、水分や塩分、カリウム、リンなどの制限をしながらエネルギー源

や栄養素をうまく補給するために栄養指導を行っています。継続して

伺った際、「この前言ってた〇〇、

やってみたよ」と自ら実践した

感想を伝えてくださる方もいて、

役に立っていることを実感でき、

やりがいを感じています。患者さん

お一人お一人に合った指導が

できるよう、これからも学び続け

たいと思います。

明日に向かって生きる活力

　元々ツーリングが趣味だったこともあり、バイクのカスタ

マイズが趣味の患者さんとお話ししているうちに興味を持ち

始めました。中古のバイクを購入し、動画や本を見ながら

解体していき、自分好みのバイクに仕上げていきます。

さび付いてぼろぼろのパーツを丁寧に磨き、作り上げていく

ことにわくわくします。今は子どもが小さいのでバイクに乗る

時間がなかなかとれないですが、いつか遠出できる日を

楽しみにバイク作りに励んでいます！

　当会ではお父さん、お母さんの職場見学会を

実施していましたが、コロナ禍で中止となり、別の

形で子どもたちに両親の働く姿を見てもらいたいと

思い、ドキュメンタリー動画制作を企画しました。

子どもたちの喜ぶ顔を想像しながら、自分の考えた

ものが少しずつ形になっていく過程に胸が高鳴り

ます。職員には、当会が職員だけでなく家族も大切

にしていることが伝わればうれしいです。そして

この動画を通して子どもたちが両親を誇りに思い、

絆が深まることを願っています。

　　中古バイクを

自分好みにカスタマイズ

新たな学びへの好奇心 副係長 山田 哲史（理学療法士）洛和会音羽リハビリテーション病院 
リハビリテーション部

やま      だ            さと　　 し

洛和会丸太町病院 
地域連携課

副係長 前田 一
まえ      だ          はじめ

副係長
洛和会人事労務部門

南  るな
みなみ

洛和会音羽記念病院 栄養管理室

西川 友加里（管理栄養士）
にし     かわ　　  　ゆ        か       り

わたしの く くわわ

Befo
re

After

職員家族の絆を深めたい

OFFON

OFFON

OFFON

OFFON

く
くわ
わ
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院長　西
に し

川
か わ

 太
た

一
い ち

朗
ろ う

 先生

御所東にしかわクリニック

今までの経験をすべて
患者さんの診療に

じっくりと患者さんに
向き合って
　近隣で働く会社員や大学病院
の職員の方が受診されることが
多いです。夕診は比較的遅くまで
行っていますので、仕事帰りの方
も来られます。開業前は遠方への
転勤や海外赴任もあったので、長
期にわたって診療するケースはそ
れほど多くなかったのですが、今
は患者さんの体の状態を継続して
確認できるようになりました。

脂肪肝は飲まない人も
注意
　大学病院に勤務していたときは肝
臓がんなどを専門に研究・教育をし
ていました。肝臓がんの原因として
急増しているのがお酒を飲まない
人の脂肪肝です。症状はなく、生活
習慣病を合併することが多いのが
特徴です。肥満である意識がない、
かくれ肥満の方も罹患しているケー
スがありますので、定期的に健康診
断を受診することが大切です。

開業医の先生と病院を
つなぎます！

・�メタボ外来では医師·看護師·管理栄
養士·薬剤師のチーム医療でサポー
トします。
・�内視鏡（胃·大腸）検査は日帰りの大
腸ポリープ切除が可能です。
・�健康診断·人間ドック·予防接種にも
力を入れています。
・web予約を行っています。
・�院長は出身校の立命館高校で校医を
しています。

当院の特徴

洛和会ヘルスケアシステムと�
連携されている
“地域のお医者さん”をご紹介します。

今回
ご紹介

今回
ご紹介

待合室

検査室

洛和会丸太町病院
地域連携課

出身地：京都市　
転生するなら何になりたい？：亀　
好　物：お寿司
休日の過ごし方： 子どもと公園へ遊びに行く

2022年12月に入職しました。洛和会丸太町病院と
地域の開業医さまとの連携に少しでもお力になれるよう、
日々精進いたします。よろしくお願いいたします。

診療時間 
月 火 水 木 金 土

9：00～12：30 〇 〇 〇 ー 〇 〇
13：30～16：00
検査・専門外来・往診
（●は完全予約制）

● ー ● ー ● 〇

17：00～19：30 〇 〇 〇 ー 〇 ー
休診日：�火曜（午後検査）·木曜·土曜（夕診）、

日曜·祝日
※受付は診療時間の15分前より開始
※�近隣に提携コインパーキング（10台）が�
あります。

〒602-0875
京都市上京区河原町通
丸太町西入信富町331
TEL 075（255）5424

［アクセス］
京阪本線「神宮丸太町駅」から徒歩4分
地下鉄東西線「京都市役所前駅」から徒歩9分
地下鉄烏丸線「丸太町駅」から徒歩9分
京都市バス「河原町丸太町バス停」から徒歩1分

Shop information

岡
お か

本
も と

 直
な お

樹
き

山科
ＪＲ

京阪山科

ラクト山科
ショッピング
センター

旧三条通

三条通

洛和会音羽
リハビリテーション病院
洛和会音羽
リハビリテーション病院

洛和会
音羽病院
洛和会
音羽病院

住田リハビリテーションクリニック住田リハビリテーションクリニック

1

1

　名神

四宮 善都善都

洛和会音羽
記念病院
洛和会音羽
記念病院

地下鉄東西線

地
下
鉄
烏
丸
線

烏
丸
通

寺
町
通

河
原
町
通

鴨 

川

京
阪
本
線

名神高速道路
京都御苑

京都市役所

丸太町駅

烏丸御池駅

京都市役所前駅

神宮丸太町駅
丸太町通

夷川通

御池通

ラクト山科
ショッピング
センター

御所東にしかわクリニック御所東にしかわクリニック
Atelier PaperglassAtelier Paperglass

囲碁「本因坊」発祥の地囲碁「本因坊」発祥の地

N

消化器内科内 科 内視鏡内科

座右の銘：七転び八起き

　今回訪問したのは 
Atelier Paperglass
さん。薄さと洗練され
たデザインが特徴の
老眼鏡「ペーパーグラス」
専門店です。

京都市中京区

Atelier
Paperglass

老眼鏡からリーディングウェアへ
収納しやすく機能的で美しい老眼鏡。そんなコンセプトから
生まれたペーパーグラスは折りたたむとフラットになることで驚
きの薄さを可能にしています。またデザインも豊富で、老眼鏡
という単なる見るための道具ではなく、装いとしての「リーディ
ングウェア」となって生活をより楽しくさせます。
「老眼鏡と聞くとネガティブなイメージを持つ方は少なくない
と思います。老眼が進んでくると文字を読むことや書くことが
億劫になり、物事への興味も薄れてしまいがちです。このペー
パーグラスでお客さまのリーディングライフを手助けできれば
と思います」とオーナーの原田さん。

人とのつながりを大切にした「森の中の書斎」
店内の大きな窓から見える京都御苑を借景に「森の中の書斎」

を表現した内装も魅力の一つです。アンティークをはじめ、職人や
クリエイターの手によるオリジナルの什器やインテリアがペーパー
グラスを引き立てます。カフェやギャラリーのブランディングなど、
クリエイティブディレクターとして活動してきた原田さんが大切に
してきた人とのつながりで作り上げた唯一無二の空間です。

オーナー  原
はら

田
だ

 理
り

恵
え

さん

〒604-0981 
京都市中京区丸太町通り御幸町西入ル
毘沙門町533　松屋ビル1階
TEL  075（211）6333

 ［営業時間］13:00～19:00
［定 休 日］水・木曜日（他不定休あり）
［アクセス］��京阪本線「神宮丸太町駅」から徒歩7分 

地下鉄烏丸線「丸太町駅」から徒歩9分
※地図は14ページをご参照ください。

なんと薄さ2ｍｍのペーパーグラスも

サングラスや近眼用もあります

緑いっぱいの外観

囲碁「本因坊」発祥の地
　Atelier Paperglassさんがある丸太町通を東に少し歩くと寺町通に差し当たり
ます。寺町通は豊臣秀吉が京都の都市計画で、洛中の寺院を集めたことに由来し、
東西の夷川通と交差するところにあった寂光寺もその一つ。宝永の大火（1708年）
で罹災し現在は別の場所に移転しましたが、ここの塔頭のひとつである本因坊には、
碁道本因坊の開祖である日海上人が住職として住んでいました。当時、碁で敵なし
であった日海上人は織田信長から「名人」の号をもらい、本能寺の変の前夜も共に

碁を打っていたといわれています。また豊臣秀吉にも碁を教えていたとされ、徳川家康の命により「本因坊算砂」と
改名しました。�歩道上に置かれた石の碁盤は、2009年に発祥の地の駒札を設置した際にモニュメントとして造られ、
記念に今村俊也�九段と滝口政季�九段の打ち初め式が行われました。
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京都市深草児童館
課長（館長）  

野
の

村
む ら

 なおみ

困ったことがあっても
支えてくれる先輩が
たくさんいます。
一緒に頑張りましょう！

椋
む く

木
の き

 天
あ ま

音
ね

洛和会音羽記念病院
看護部 透析センター 

　入職した当初は、仕事や患者さんのお名前と顔を覚えるのに精いっぱいで
したが、先輩たちからサポートしてもらい、教わったことをメモして自宅で復
習するなどしているうちに、できることも増えてきました。最近は仕事にも
慣れ、患者さんの病態や生活背景などを把握して積極的にコミュニケーショ
ンを取るなど、少しずつ主体的に行動できるようになりました。

　患者さんへのサポート範囲を広げたいと思い、透析技術認定士の資格取
得のため勉強中です。透析治療を苦痛に感じておられる患者さんにも、少
しでも前向きに、安心して治療を受けてもらえるよう、お一人お一人に合わ
せたケアをしていきたいです。先輩のように、患者さんの小さな変化にも
気付けるような看護師になれるように頑張ります！

小さな努力と成長の積み重ね

日々夢に向かって

子ども未来事業部 
キッズワークショップ

KYOTOGRAPHIE
京都国際写真祭の

詳細はこちら

洛和会へのお客さま

詳細はこちら

　2月14日、洛和会音羽病院は京都市立二条城北小学校と京都市立二
条中学校の難聴学級に図書カードを寄贈しました。当日は当会理事長
矢野裕典がそれぞれの学校を訪問し、贈呈後に授業を見学。図書カード
を受け取った生徒から、お礼のメッセージブックをいただきました。学校
からは「こうした取り組みを続けていただけるのはとてもありがたい。タ
ブレットの支給や人工内耳手術の発達など、社会自体は難聴者を受け入
れる傾向にはなってきていますが、難聴は外見から気づかれにくく、高校
からは一般の学級に進む子どもたちがほとんどであるため、まだまだ周り
の理解や協力の周知が必要です」と難聴の子どもたちの現状を話してい
ただきました。今後も当会では、未来を担う子どもたちの学びの環境が
充実するよう、取り組んでまいります。

　3月2日、京都府警察本部にて、「不審者対応マニュアル動画
作成」に対する感謝状贈呈式が行われました。今回の感謝状は、
当会が保育園や児童館などの施設職員に対する不審者対応動
画マニュアル『子どもの安全・安心のために』を発案・制作し、
制作全般にわたる協力に対し授与されたものです。動画は、不
審者が施設に侵入し
た際の対応やさすま
たの使い方など、実
践的な内容で、府下
全署で幅広く活用さ
れる予定です。

　今年も洛和会ヘルスケアシステム主催で第
11回京都子ども将棋交流大会を開催しました。
1月に予選が開かれた後、オンラインによるトー
ナメント方式でベスト16までが決定。3月4日
に金戒光明寺で決勝戦が行われました。優勝
者には京都市長や当会理事長 矢野裕典から
賞状やトロフィーが贈られました。

2月15日、安東病院（韓国）から医療関係者6人が洛和会音羽病院へ見
学に来られました。両院は1995年の姉妹協定締結以降、交流を重ねてき
ましたが、新型コロナウイルス感染症や大型台風などの影響で4年ぶりの
訪問となりました。カテーテル室や救命救急センターなど院内の数カ所を
見学され、コロナ禍での対応についても情報交換をして交流を深めました。
安東病院のスタッフからは「活気に満ち溢れている」と感想をいただきまし
た。秋頃には、洛和会ヘルスケアシステムの職員が安東病院を訪問する
予定です。

当会の姉妹協定病院はこちら

詳細はこちら 詳細はこちら

11日 �日本赤十字社京都第一赤十字病院さま
（京都市東山区)
洛和会丸太町病院を見学　

12日� 福岡ハートネット病院さま（福岡県)�
洛和会丸太町病院、 
丸太町リハビリテーションクリニックを見学

13日 �医療法人社団英明会�
大西脳神経外科病院さま（兵庫県)�
洛和会丸太町病院を見学

27・28日� 一般社団法人�愛生会山科病院さま�
（京都市山科区)�
洛和会音羽病院を見学

1
月

2
月

NEWS & TOPICS

京都市内小中学校の難聴学級に図書カードを寄贈しました

韓国 安東病院の医療関係者が洛和会音羽病院を訪問

動画作成で京都府警察より感謝状を
授与されました

第11回 
京都子ども将棋交流大会を開催

制作・監修／京都府警察本部
出演／ 京都府警の皆さま 

洛和会ヘルスケアシステム
　　　子ども未来事業部 職員
撮影／洛和会企画広報部門

　今回は入職から1年を経た新卒職員へ、
自身の挑戦や成長についてインタビューしました。

　「KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭」は2013年
から毎年開催されている国際写真祭です。京都市内
の歴史的建造物や近代建築を含む10カ所以上が会
場となり、その年のテーマに沿った展示が展開され
ます。今年の2月、当会がKYOTOGRAPHIE 京都
国際写真祭に協賛したご縁で、KYOTOGRAPHIE
の写真教育チームの方から写真の技術を学ぶ「キッズ
ワークショップ」を4つの児童館で開催しました。撮
影した写真は「KYOTOGRAPHIE2023 子ども写真
コンクール」に出展され、子どもたちと4月の審査結
果を心待ちにしています。
　普段カメラを持つことは少ない子どもたちですが、
先生に教えてもらったことを吸収し、夢中で撮影を
していました。撮影した写真も大人とは違う目線で、
それぞれの個性が出ていました。今回学んだ知識
は絵を描くときなどにも生かせると思います。
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洛和会ヘルスケアシステム

介　護　在宅から施設サービスまで、当会の医療や保育事業とも連携した質の高いサービスを展開しています。

洛和会医療介護サービスセンター丸太町病院
☎075（801）0351（代）

洛和会医療介護サービスセンター音羽病院
☎075（593）0730

洛和会医療介護サービスセンター音羽記念病院
☎075（594）8010（代）

洛和会医療介護サービスセンター 
音羽リハビリテーション病院

☎075（581）6221（代）
洛和会医療介護サービスセンター東寺南病院

☎075（672）7500（代）
洛和会医療介護サービスセンター北野白梅町店

☎075（466）5135
洛和会医療介護サービスセンター北大路店

☎075（491）8891
洛和会医療介護サービスセンター丸太町店

☎075（802）9111
洛和会医療介護サービスセンター三条会店

☎075（801）0370
洛和会医療介護サービスセンター右京山ノ内店

☎075（323）5722
洛和会医療介護サービスセンター右京常盤店

☎075（863）6834
洛和会医療介護サービスセンター東大路店

☎075（708）1001
洛和会医療介護サービスセンター四条鉾町店

☎075（341）7077
洛和会医療介護サービスセンター西京桂店

☎075（382）3208
洛和会医療介護サービスセンター音羽病院前店

☎075（595）9811
洛和会医療介護サービスセンター醍醐駅前店

☎075（575）3763
洛和会医療介護サービスセンター淀店

☎075（633）6015
洛和会医療介護サービスセンター大津店

☎077（522）6917

高齢サポート・朱雀 
京都市朱雀地域包括支援センター

（京都市委託事業）　☎075（801）1384
高齢サポート・音羽　 
京都市音羽地域包括支援センター

（京都市委託事業）　☎075（595）8139
京都市中京区地域介護予防推進センター

（京都市委託事業）　☎075（801）0389
老人介護支援センター洛和ヴィラ桃山

☎075（622）2231
居宅介護支援事業所修学院

☎075（706）6265
居宅介護支援事業所北花山

☎075（582）0776
居宅介護支援事業所山科

☎075（583）6346
居宅介護支援事業所音羽

☎075（584）0004
洛和ヴィラ桃山居宅介護支援事業所

☎075（622）2231
居宅介護支援事業所醍醐駅前

☎075（575）3763
居宅介護支援事業所洛和ヴィラ天王山

☎075（958）6933
居宅介護支援事業所宇治琵琶

☎0774（28）3343
居宅介護支援事業所大津

☎077（522）6917
居宅介護支援事業所石山寺

☎077（531）1314
居宅介護支援事業所坂本

☎077（577）1132
洛和会訪問看護ステーション北大路

☎075（494）3339
洛和会訪問看護ステーション壬生

☎075（803）1552
洛和会訪問看護ステーション右京山ノ内

☎075（325）5772

洛和会訪問看護ステーション東大路
☎075（708）1010

洛和会訪問看護ステーション四条鉾町
☎075（353）8878

洛和会訪問看護ステーション西京桂
☎ 075（382）3200

洛和会訪問看護ステーション山科
☎075（595）9821

洛和会訪問看護ステーション音羽
☎075（583）2301

洛和会訪問看護ステーション桃山
☎075（622）3073

洛和会訪問看護ステーション醍醐駅前
☎075（575）5011

洛和会訪問看護ステーション天王山
☎075（958）6911

洛和会訪問看護ステーション東向日
☎075（935）6088

洛和会訪問看護ステーション大津
☎077（511）4105

洛和会訪問看護ステーション石山寺
☎077（531）1313

洛和会訪問看護ステーション坂本
☎077（577）1126

洛和会訪問看護ステーション瀬田
☎077（545）0016

洛和ヘルパーステーション丸太町
☎075（803）2908

洛和ヘルパーステーション北花山
☎075（582）0595

洛和ヘルパーステーション山科
☎075（581）6918

洛和ヘルパーステーション音羽
☎075（584）1400

洛和ヘルパーステーション桃山
☎075（622）2385

洛和ヘルパーステーション醍醐駅前
☎075（575）3762

洛和ヘルパーステーション石山寺
☎077（531）2022

洛和ヘルパーステーション坂本
☎077（577）1127

洛和会丸太町病院 訪問リハビリテーション
☎075（803）6251

洛和会音羽リハビリテーション病院　 
訪問リハビリテーション

☎075（581）6221（代）
洛和ヴィラウラノス 訪問リハビリテーション

☎075（633)6010（代）
洛和デイセンター北野白梅町

☎075（465）1611
洛和デイセンターイリオス

☎075（801）0398
洛和デイセンター西ノ京

☎075（813）5710
洛和デイセンター右京山ノ内

☎075（325）5776
洛和デイセンター百万遍

☎075（706）6762
洛和デイセンター修学院

☎075（706）6263
洛和デイセンター四条鉾町

☎075（343）1274
洛和デイセンター音羽

☎075（594）9600
洛和デイセンター音羽のさと

☎075（584）0002
洛和デイセンターリハビリテーション音羽

☎075（583）6070
洛和デイセンター桃山

☎075（622）2271 
洛和デイセンターウラノス

☎075（633)6010 （代）
洛和デイセンター宇治琵琶

☎0774（28）3344

介護事業部
☎075（353）5802（代）

＞在宅サービス　利用者さんが暮らし慣れた地域で、自立した質の高い生活を送れるよう支援します。

医　療 5つの病院と5つの提携クリニックで、救命救急、急性期、慢性期、在宅、そして予防まで幅広く対応しています。

＞クリニック
矢野医院

☎075（341）8116
二条駅前クリニック

☎075（803）1236

丸太町リハビリテーションクリニック
☎075（802）9029

西洞院仏光寺クリニック
☎075（342）3746

淀みづクリニック
☎075（632）6116（代）

洛和メディカルスポーツ京都丸太町
（医療法第42条施設）

☎075（802）9030

＞病　院
地域に根差した急性期病院
洛和会丸太町病院

〒604-8401 京都市中京区七本松通丸太町上ル 
☎ 075（801）0351（代）　　 
予約 0120（489）244 
医療関係者向け　☎075（801）0372（地域連携課）

急性期医療とがん治療を中心とした総合病院
洛和会音羽病院

〒607-8062 京都市山科区音羽珍事町2 
☎ 075（593）4111（代）　　 
予約 0120（489）300 
医療関係者向け 0120（607）489（地域連携課）

高度なシャント手術と透析治療を中心とする腎疾患総合病院
洛和会音羽記念病院

〒607-8116 京都市山科区小山鎮守町29-1 
☎075（594）8010（代）

◦�医療関係者の方は代表から医療介護サービスセンターをお
呼び出しください。

地域包括ケアを支えるリハビリテーション病院
洛和会音羽リハビリテーション病院

〒607-8113 京都市山科区小山北溝町32-1 
☎075（581）6221（代）

◦�医療関係者の方は代表から医療介護サービスセンターをお
呼び出しください。

透析機能を強化し地域の医療を支える病院
洛和会東寺南病院

〒601-8441 京都市南区西九条南田町1 
☎ 075（672）7500（代）

◦�医療関係者の方は代表から医療介護サービスセンターをお
呼び出しください。

お手持ちのスマートフォンで
右のコードを読み込むと、
各施設のマップを見ることが
できます。

＞地域密着型サービス　住み慣れた地域やご自宅で、心身の状態などに応じた“第２の家”のようなあたたかいサービスを提供します。

健　康　充実の医療ネットワークと多様な健診メニューで疾病予防に貢献します。企業出張健診や特定保健指導も行っています。
洛和会京都健診センター ［洛和会音羽病院 健診センター］ ☎075（593）7774　　予約 0120（050）108

 ［洛和会東寺南病院 健診センター］ ☎075（672）7556

教　育
洛和会京都厚生学校

☎075（593）4116（代）
洛和会介護教育センター

☎075（354）7067

研　究
洛和会京都医療介護研究所
洛和会京都音楽療法研究センター

☎075（581）6221（代）
洛和会京都医学教育センター

☎075（593）4111（代）
洛和会学術支援センター

☎075（593）0417（代）

東　京
■介護
　高齢者あんしん相談センター大塚
　（文京区委託事業）

☎03（3941）9678
高齢者あんしん相談センター 
大塚分室（文京区委託事業）

☎03（6304）1093
居宅介護支援事業所
洛和ヴィラ南麻布

☎03（6408）8674
大塚介護保険サービスセンター

☎03（3946）8131
洛和ヴィラサラサ 
訪問リハビリテーション

☎03（6408）8676
洛和デイセンター南麻布

☎03（6408）8966
洛和デイセンターサラサ

☎03（6408）8965
文京大塚高齢者
在宅サービスセンター

☎03（3941）6760      

洛和ヴィラ南麻布 
（特別養護老人ホーム）

☎03（6408）8677
洛和ヴィラ文京春日 

（特別養護老人ホーム）
☎03（5804）6511

文京大塚みどりの郷 
（特別養護老人ホーム）
　 ☎03（3941）6669
洛和ヴィラサラサ 

（介護老人保健施設）
☎03（6408）8676

■保育
洛和大塚みどり保育園 

（小規模保育事業）
☎03（5395）0777

洛和グループホーム二条城北
☎075（451）1160

洛和グループホーム西ノ京
☎075（813）5720

洛和グループホーム壬生
☎075（803）1557

洛和グループホーム太秦
☎075（873）2114

洛和グループホーム右京山ノ内
☎075（325）5778

洛和グループホーム右京常盤
☎075（863）5643

洛和グループホーム花園
☎075（461）0900

洛和グループホーム西院
☎075（325）5815

洛和グループホーム百万遍
☎075（706）6760

洛和グループホーム四条鉾町
☎075（371）1127

洛和グループホーム桂
☎075（382）3121

洛和グループホーム久世
☎075（925）0210

洛和グループホーム桂川
☎075（925）1505

洛和グループホーム勧修Ⅱ番館
☎075（582）8211

洛和グループホーム山科小山
☎075（595）3288

洛和グループホーム山科鏡山
☎075（582）8208

洛和グループホーム山科西野
☎075（594）8522

洛和グループホーム醍醐春日野
☎075（575）2510

洛和グループホーム伏見竹田
☎075（645）5750

洛和グループホーム醍醐寺
☎075（575）2531

洛和グループホーム亀岡千代川
☎0771（29）2110

洛和グループホーム大山崎
☎075（956）6351

洛和グループホーム天王山
☎075（959）7020

洛和グループホーム宇治琵琶
☎0774（28）3340

洛和グループホーム京田辺
☎0774（68）1266

洛和グループホーム八幡橋本
☎075（971）6282

洛和グループホーム大津
☎077（511）4025

洛和グループホーム大津若葉台
☎077（534）7840

洛和グループホーム石山寺
☎077（534）2380

洛和グループホーム坂本
☎077（578）5535

洛和グループホーム守山大門
☎077（583）7872

洛和グループホーム瀬田
☎077（544）3190

洛和看護小規模多機能サービス壬生
☎075（803）1550

洛和看護小規模多機能サービス音羽
☎075（595）3295

洛和小規模多機能サービス花園
☎075（461）0950

洛和小規模多機能サービス西院
☎075（325）5885

洛和小規模多機能サービス山科西野
☎075（594）8500

洛和小規模多機能サービス伏見竹田
☎075（645）5752

関連事業部門
ウエルネット 本社

☎075（582）6187
ウエルネット 大津支店

☎077（511）2515
ウエルネット 京都西支店

☎075（959）1822
ウエルネット 丸太町支店

☎075（466）0020
障がい者就労支援事業所 らくわ

☎077（510）0112
洛和会資材センター

☎075（593）4132

洛和会搬送部門【トランスポート】
　・救急患者搬送サービス
　・介護タクシー

☎075（582）8118
予約 0120（925）119 

洛和会情報システム部門
☎077（548）7081

洛和会施設管理部門
☎075（593）7768

洛和会会計 ・ 給与部門
☎075（583）2815

洛和会企画広報部門
☎075（594）8488

＞高齢者向け住宅　ケアの専門家が在駐し、高齢者の方が安心して生活できる賃貸型住宅サービスです。
洛和ホームライフ北野白梅町 

（サービス付き高齢者向け住宅）
☎075（465）1601

洛和ホームライフ音羽 
（サービス付き高齢者向け住宅）

☎075（584）0001

洛和ホームライフ御所北 
（介護付有料老人ホーム）

☎075（411）9550
洛和ホームライフ室町六角 

（介護付有料老人ホーム）
☎075（222）0511

洛和ホームライフみささぎ 
（介護付有料老人ホーム）

☎075（582）8522
洛和ホームライフ四ノ宮 

（介護付有料老人ホーム）
☎075（502）7370

洛和ホームライフ山科東野 
（介護付有料老人ホーム）

☎075（582）8811

保　育　子どもたちの健やかな成長を導き、保護者が安心して働くことができる環境をサポートしています。
子ども未来事業部

☎075（593）4050
洛和東桂坂保育園（認可保育園）

☎075（382）1050
洛和桂小規模保育園（小規模保育事業）

☎075（383）8162
洛和桂川小規模保育園（小規模保育事業）

☎075（925）3326
守山市立吉身保育園（指定管理者）

☎077（582）4711

守山市立吉身保育園 分園（指定管理者）
☎077（583）3667

洛和みずのさと保育園（認可保育園）
☎077（514）2035

京都市音羽児童館（指定管理者）
☎075（582）8818

京都市大塚児童館（指定管理者）
☎075（595）2452

京都市花山児童館（指定管理者）
☎075（592）0742

京都市深草児童館（指定管理者）
☎075（642）3413

洛和山科小山児童園 てくてく親子教室
☎075（582）2018

洛和御所南学童クラブ
☎075（257）8147

守山市物部児童クラブ室（指定管理者）
☎ 077（583）9927

洛和若草保育園
［洛和会音羽病院 院内保育室・事業所内保育事業］

☎075（593）7759

洛和会音羽病院 病児保育室 よつば
0120（428）414

洛和イリオス保育園（企業主導型保育事業）
☎075（813）1011

＞施設サービス　日常生活のお世話から介護まで必要に応じた施設で、一人一人に合ったサポートを行います。
洛和ヴィラよつば（介護医療院）

☎075（632）6116（代）
洛和ヴィラ桃山（特別養護老人ホーム）

☎075（622）2181（代）

洛和ヴィラ桃山Ⅱ番館（障害者支援施設）
☎075（622）2181（代）

洛和ヴィラ大山崎（特別養護老人ホーム）
☎075（958）3855

洛和ヴィラ天王山（特別養護老人ホーム）
☎075（959）7007

洛和ヴィライリオス（介護老人保健施設）
☎075（801）0377（代）

洛和ヴィラアエル（介護老人保健施設）
☎075（594）8020（代）

洛和ヴィラウラノス（介護老人保健施設）
☎075（633）6010（代）

本　部

洛和会ヘルスケアシステム 本部
〒607-8064　 
京都市山科区音羽八ノ坪51-4　 
☎ 075（581）1763（代）

医療法人

医療法人社団 洛和会
〒604-8405　 
京都市中京区西ノ京車坂町９

社会福祉法人

社会福祉法人 洛和福祉会
〒612-8006　 
京都市伏見区桃山町大島38-528

学校法人

学校法人 洛和学園
〒607-8064　 
京都市山科区音羽八ノ坪53-1
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1月30日、京都橘大学にて、医療法人社団 洛和会と
京都橘大学の教育・研究協力に関する包括協定調印式
が行われました。

2005年の京都橘大学看護学部開設以来、当会の病院
や介護施設で京都橘大学からの実習生を多く受け入れ、
患者さんの気持ちに寄り添える医療人材の育成に取り
組んできました。また、コロナ禍では京都橘大学の教員
の方が洛和会音羽病院へ看護師として応援に来てくだ
さるなど、互いに協力・連携して歩んできました。

この包括協定は主に「教育・研究活動」「人材育成」
「地域医療への貢献」の3つを柱とした内容で、現場研
修の受け入れだけでなく、共同研究や当会の専門職ス
タッフの教員としての派遣など、両機関の特色を生か
しながら協力・連携し、地域医療・介護の質の向上に
つなげることを目指しています。

これまでも交流があった両機関ですが、この包括協
定の締結を機に次世代を担う医療従事者の育成を一層
強化し、未来を見据えながら地域医療の発展に貢献で
きるよう今後も協力してまいります。

施設名　 守山市物部児童クラブ室（指定管理者）
住　所　 〒524-0043 滋賀県守山市二町町236-1
　　　　 守山市立物部小学校敷地内　

電　話　077（583）9927

　『らくわ』をご覧いただきありがとうございます。今後の
制作の参考にさせていただきますので、ぜひご意見を
お聞かせください。よろしくお願いいたします。

入力3分

詳細はこちら

守山市物部児童クラブ室の指定管理者に
2023年4月1日、洛和会ヘルスケアシステム（社会

福祉法人 洛和福祉会）が守山市物部児童クラブ室の
指定管理者となりました。

音羽の森 夢殿
患者さんの心のよりどころに

洛和会音羽病院のC棟北側に
「音羽の森 夢殿」があります。
　堂内には薬師如来像、両界曼荼羅、薬
師三尊図の5点の仏画が安置されています。

洛和会会報誌 らくわ　vol.141
発　　行／洛和会ヘルスケアシステム
発 行 日／2023年 4月1日　編集／洛和会企画広報部門　編集責任者／小林 拓磨　印刷／佐川印刷株式会社　題字／矢野 満子
表紙写真／愛生会山科病院 院長 兼子 裕人 先生　洛和会音羽病院 院長 神谷 亨

 アンケートにご協力ください

　今回のフォトコンのテーマは「わくわく!」。“わくわく”を感じる作品ならなんでも応募OK!
最優秀賞受賞者には「バルミューダ 電気ケトル」をプレゼント! 奮ってご応募ください。
締め切りは5月31日!  詳しくはQRコードからチェック!

詳細はこちら

RAKUフォトコンテスト2023 Spring
2023年4月3日（月）～5月31日（水）
最 優 秀 賞（1人）　バルミューダ 電気ケトル 
優 秀 賞（3人）　 AVEDAヘアケアセット または 

整体ネックポール 
特 別 賞（1人）　 京都のお菓子詰め合わせ

賞

企画名
実施期間

テーマ
わくわく!

公式インスタグラムアカウントで
RAKUフォトコンテスト2023 Springを開催 !

企画概要

1. 洛和会公式インスタグラムアカウント 
（@rakuwakai）をフォロー。

2. ハッシュタグ「#RAKUフォトコンテスト2023春」を 
つけて写真を投稿。

応募方法

i nformation

洛和会ヘルスケアシステム×京都橘大学
地域医療の発展に向け、教育・研究協力包括協定を締結

※本誌の取材は十分な感染対策を行った上で実施し、撮影のため一時的にマスクを外しています。　※今号掲載の職員の所属部署については取材時のものです。
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